
長崎・西彼地域
新幹線開業効果の波及と駅前等の周辺整備
松が枝岸壁２バース化の推進
ポストコロナの観光客誘致とMICE の活用
西彼杵道路等道路整備の推進

島原半島地域
高規格道路島原道路、半島内道路の整備促進
基盤整備等による農林水産業の振興
ジオパーク、雲仙を中心とした観光復興
地域医療体制の強化

県央地域
新幹線開業を活用した新たなまちづくりと誘客
諫早湾干拓早期解決と有明海再生の推進
長崎空港 24時間化と連携した新幹線有効活用
交通の拠点としての道路整備の促進

県北地域
西九州自動車道・東彼杵道路の一層の整備促進
IR の確実な実現と佐世保港国際クルーズ拠点関連整備
水産業の活性化と各地域の産品のブランド化
医療体制の整備

五島地域
海洋再生可能エネルギーによる活性化
燃油対策、輸送コスト低減への取組
医療体制の確保充実
離島航路の維持存続支援

壱岐地域
磯焼け対策、漁場環境整備等による漁業振興
再生可能エネルギー導入促進
壱岐ブランド商品の県内外への販売促進
ポストコロナに向けた体験型観光等による誘客促進

対馬地域
島全域の道路整備の促進
離島航路高速船更新、航路維持への支援
国境離島施策のさらなる有効活用
急患搬送体制の維持確保
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を書いて投票
します。

名簿に記載された候補者名、
または政党名で投票します。
候補者名の得票数が多い順
に当選します。

このパンフレットは、政党の自由な政治活動であり、
選挙期間中でも自由に配付できます

投票日に仕事や旅行などで投票に行けない方は
期日前投票・不在者投票をしましょう

長崎県　自民党政策集

それぞれの地域の活性化を！

製作日：令和４年６月



地域の賑わいと 活力を取り戻す
県民の総力  を結集して

たくましい未来  の長崎県づくり
を提案し  ます！　

「皆さまが参加し躍動す る長崎県」を目指します。

安心して暮らせる社会には、  安定した政治が必要です。
自由民主党は、その実現の ために
政権与党として、責任ある 政治を進めます。
自民党長崎県連も、県議会 における責任政党として

「県民皆さまの輝きが長崎県 の原点！」を基本とし、
「たくましい長崎県づくり」に取り組みます。        

《ご意見をお聞かせください》
　自由民主党　長崎県支部連合会
　https://jimin-nagasaki.jp

〒850-0861 長崎県長崎市江戸町 7-3
TEL 095-822-7382　FAX 095-823-8122



長崎県の今を考える 長崎県の主な数値目標

長崎県の課題は？

長崎県の強みは？

▲

人口減少、少子高齢化▲

一人当たり県民所得の低迷▲

離島振興・半島振興▲

産業・地域を支える担い手・地域活力の低下▲

脆弱な財政基盤

▲

新幹線、IR等新たなまちづくりの進展▲

海洋・航空機・半導体等新しい産業の芽出し▲

全国有数の美しく豊かな自然と暮らしやすさ▲

多様な歴史と文化▲
個性あふれる離島と豊かな海洋資源▲
アジアとの近接性と窓口▲

世界平和に向けての発信力

1 若者が県内に定着し、
活躍する人材として育成する

令和７年度までに、
高校生及び大学生の
県内就職率をそれぞれ

68.0％に引き上げる
平成30年度：61.1％参考

50.0％に引き上げる
平成30年度：41.0％参考

2 移住対策の充実による
社会人口増を図る

ながさき暮らしUI ターン
対策を推進し、県・市町の
窓口を通した移住者を

令和７年度に
年間 3,200 人
　　　　     に増加する

平成30年度：1,121人参考

3 ふるさと長崎県の
未来を創るこどもを育てる

結婚、妊娠・出産から子育て
までの一貫した支援に取り組み、
合計特殊出生率を

令和12年に
2.08 に引き上げる

令和３年：1.60参考

4 新しい時代に対応した
力強い産業を育てる

戦略的、効果的な企業誘致の
推進を進め、誘致企業による
雇用計画数（累計）を

2,500 人に増加する
（令和３～７年度累計）

平成27～令和１年度
平均：665人

参考

5 交流でにぎわう長崎県づくり

アフターコロナでの地域間競争に勝ち
抜くメッセージ性の高い長崎らしさの PR、
関係業界のサービスの向上、富裕層向け
にも対応できる観光コンテンツの開発
により、観光消費額を

令和７年に
4,137 億円に増加する

平成30年:3,778億円参考

▲



●令和４年９月に開業する九州新幹線西九州ルートに
ついて、その効果を県全体に波及し、沿線・駅を中
心としたまちづくりを進めます。

●令和５年度に、潜伏キリシタン関連世界遺産登録５
周年を迎えますが、２つの世界遺産の魅力発信、誘
客が持続できる魅力的な観光地づくりを進めます。

●プロサッカーリーグ・バスケットリーグを核とした
にぎわいと地域活性化を進め、国際大会の誘致に取
り組み、令和７年度開催の「国民文化祭」を好機と
して文化芸術の振興を図ります。
●学卒者の県内就職を引き続き進め、UI ターン者の
求める諸環境づくり、子育て世代の受け入れ態勢の
整備を進めます。

●団塊の世代が 75 歳以上の後期高齢者となる令和７
年を見据えて、地域包括システムの整備、介護人材
の確保をはじめ、障がいのある方などのサービス向
上、ケアラーの支援を図ります。

●ふるさとの将来を担う子供たちを健全に育成できる
よう、いじめや虐待、不登校、ひきこもり、子供の
貧困対策を行政と社会が協働する仕組みをつくり
ます。

●健康づくりを進めると共に、児童生徒の学力向上、
身につく英語教育、AI・IoT等最先端の学びを進め
ます。
●NPO法人、ボランティア団体等と行政、地域が連
携し、協働して自発的な地域づくりを進める体制を
つくります。
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●コロナ禍で少子化が加速する中、結婚・出産支援と
ともに、児童手当や育休給付の拡充、保育・放課後
児童クラブの支援拡充など総合的な少子化対策を講
じます。

●結婚・妊娠・子育て・教育について、一貫した支援
を行政と社会が協働して支え合う体制をつくります。

●農林水産業における収益向上を図りながら、幅広い
各種後継者対策、就業者対策を進め各産業の持続的
発展を進めます。
●大学・高校卒業生の県内就職をさらに進め、産業界
の求める人材育成を教育と民間が協力して図るため
にも、ICT等を活用した学習環境を整備します。

●デジタル化に即応でき、各産業のセキュリティ支援
を可能とする人材を育成します。

●半導体、航空機、ロボット、造船・プラント、医療
といったポテンシャルの高い各分野における連携や
研究開発へ支援します。

●起業（スタートアップ）への資金支援、人材育成を
進め、相互の連携・集積を進める体制を整えます。

●成長の起爆剤となる「脱炭素」へ向けた研究開発、
産業化と思い切った「デジタル化」で持続可能な社
会と「新しい資本主義」を目指します。

●農林水産業では、燃油高騰に起因する諸課題に弾力
的に対応するとともに、農家漁家の経営安定、スマー
ト産業化を図り、県内外、海外への安定した販路開
拓を進めます。
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●国土と国民、県民を将来にわたり守るため、「国民
主義」「基本的人権の尊重」「平和主義」の３つの
基本原理を堅持し、憲法改正の実現に向けて注力し
ます。

●離島振興法の改正・延長を令和４年度末に控え、各
離島の持続的な振興、住民の暮らしを守るための実
効ある財政支援等が行えるよう、行政とも協力しな
がら、新たな有意義な法改正を求めていきます。

●激甚化、頻発する自然災害から、県民の生命と財産、
暮らしを守るために、石木ダムの早期完成はじめ
ハード、ソフト両面での防災対策を進めます。

●「防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策」
を着実に実施します。
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●ウイズコロナ、ポストコロナそして感染症対策につ
いて、医療体制の維持確保と並行して経済対策にも
注力する

●燃油他生産資材、食料等の価格高騰に対し、県民の
生活と各産業の影響対策を講じる

●九州新幹線西九州ルートのフル規格化と開業効果の
全県への波及
●特定複合観光施設（IR）の確実な実現と周辺の環境
整備
●アジアに向けての空の玄関口・長崎空港の24時間化

●長崎松が枝岸壁２バース化と佐世保港の国際クルー
ズ船受け入れ促進

●AI・IoT・ロボット関連産業、航空機関連産業、海
洋エネルギー関連産業、半導体や自動車関連産業の
育成による産業構造の拡充と雇用拡大

●農林水産業におけるスマート化の促進、後継者育成、
販路確保・拡大による農家・漁家へのさらなる支援

●ポストコロナを視野に世界遺産をはじめ長崎の魅力
を国内外に発信すると共に、幅広い観光産業全体の
活性化

たくましい長崎県づくりのために
進める取組に注力！5
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